
 

 

 

 

 

 

今年の 6 月は、猛暑が続いています。そのような中にあっても、子ども達は、日々自分の

力を目一杯伸ばしています。今回は６月の校長講話の様子をご紹介いたします。 

 

どんな学校にしていきたい？（６月１６日 校長講話②） 

おはようございます。 

今日のお話のテーマは、「どんな附属長野小学校にしていきたい？」というお話です。 

先生、始業式の時に、「みんなでつくるワクワクする学校にしていきましょう」とお話をしました。

４月の児童総会では、６年生を中心に、今年の児童会は「一人一人の意見を大切にできる学校へ」

という素敵な目標を作ってくれました。それから２ヶ月半、みなさんあっという間でしたか、長

かったですか、実際みなさんは、どんなふうに思っているのかなと知りたくなりました。そこで、

一つ目、「附属長野小学校みんなのよいところって、どんなところ？」。二つ目、「附属長野小のみ

んなが頑張りたいところって、どんなところ？」。そして「どんな附属長野小学校にしていきたい？」

というのを、聞いてみることにしました。 

手始めに６年生の本部役員の皆さんに、校長室に来てもらって、一緒に給食を食べながらお話を

聞きました。そして先生達にも聞いてみたんです。 

まず一つ目「附属長野小学校みんなのよいところって、どんなとこ

ろ？」と６年生に聞いてみるとこんな応えが返ってきました。「自分

から挨拶ができる」ところ、みんなはどうですか？ 

そして「積極的に話しかけてくれる」「自分の意見を言える」ところ、

これがとても良いところだそうです。 

では、先生達はどう思っているのかな？気になるよね。先生達全員に聞いてみました。先生達は

みんなへの想いがあふれて、言葉がいっぱいになってしまったので、AIさんにお願いして、先生

達が書いてくれた言葉の中に、どんな言葉が多いか調べてもらいました。そしたらこんなふうに

なりました（図１）。一番大きい言葉はね「素直」だ

って。その周りに「豊かな」「表現」、それから「自

主性」という言葉が見られます。すごいことですね。

自分はどうでしょうか。 

これは６年生がいってくれた「自分から挨拶がで

きる」「積極的に話しかける」「自分の意見を言える」

っていうことと、共通している部分があるなあと、

先生は思いました。いいところをみんなで分かち合

うことって、大事ですね。 

逆に「がんばりたい」こともありました。どんなことかな？６年生に聞いてみました。「決まり

を守ること」。みなさんはどう？うなずいている人がいるね。「口の悪さを直す」どうかな？そし

て「学校に必要のないものは持ってこない」という意見が出てきました。 

では、先生達はどうでしょうか？ 

こちらは「行動」だって。その周りには「守る」「思いやる」「後始末」「言葉遣い」なんていう

言葉が出てきました。これも６年生が言ってくれた「決まりを守ること」「口の悪さを直すこと」

「学校に必要のないものは持ってこない」ことと、かかわる部分があるかなと思いました。 

 最後に「どんな附属長野小学校にしていきたい？」という質問には、６年生は「楽しい学校」

「相手の目を見てちゃんと聞くこと」をしたい。そして「先生に言われてやるのではなく、自主

的に気づいて動く」という意見が出てきました。 

           

 

 

 

信州大学教育学部附属長野小学校学校だより 

 

 

文責：教頭 

 

令和７年６月 30 日（月）No.４ 

 

 途 上 

図１ 



先生達の言葉も紹介します。 

「子どもも教師も安心・安全で、みんなが学びにのめり込める学校」、「子どもも教師も幸せでい

続けられる学校」、「お互いを大切にできる学校」、「あたたかい思いやりとワクワクする挑戦を大

切にする学校」、「自分の居場所がある学校 子どもも教師も成長できる学校」などが出されまし

た。先生達は、みなさんと同じ立場で考えているんだなあと思いました。 

 それでは、元に戻るよ。「みんなはどんな学校にしていきたいですか？」 

 この２ヶ月半の間に、何人も校長室に相談に来てくれている人たちがいます。いろんな学年で

す。そして校長先生に「こんなことをクラスでやってもいいですか？」「こんなものを学校に持っ

てきてはダメですか？」って聞くんです。校長先生はそういう時に「うん、そうだね。こうして

ね」って言わないんです。「みんなは、どう思っているの？」って聞きます。そして「クラスで話

し合ったの？」「担任の先生の考えは聞いたの？」と聞いています。 

ぜひ、みなさんのよいところ「自分たちで考えることができる」ところを発揮してもらって、自

分たちで考えてもらえると嬉しいです。 

６月 25日には、児童会で聴き合い集会をやりたいというお知らせをもらいました。その時のテ

ーマが「私たちの学校の生活で大切にしていきたいこと」だそうです。「大切にしていきたいこと」

今までのお話を聞いてきて、どう感じますか？みなさんはどんな附属長野小学校にしていきたい

ですか？今のままで満足という人はどのくらいいるかな？（挙手少

数）。もうちょっと、なんとかできるかなという人はどのくらいい

ますか？（挙手多数）すごいいるね。これが、校長先生とみんなで

意見があったところだね。まだまだ、みんなは伸びると思います。

そして、この学校も、もっと素敵になります。 

「共に在る」。もう一、二年生は覚えたかな？難しい言葉だけれど、

この学校目標に向かってみんなで頑張っていけたらいいなと思い

ます。今日も最後まで静かに聞いてくれたね。ありがとう。 

（六年生から拍手） 

（６月 16 日 校長講話より） 

 

子どもたちとの日々から（児童集会） 

６月は「聴き合いの会」、「通学を考える会」と、全校児童が体育館に集い、子ども達の主催に

よる全校集会がありました。聴き合いの会では、「みんなが楽しい学校って、どんな学校だろう？」

というテーマで意見交換をしました。全校の子ども達からは以下のような意見が出されました。 

・マナーやルールを守る。・思いやりを大事にする。・廊下歩行で走らない。 

・けんかをしない。・生き物を大切にする。・悪口を言わない。 

・仲間を思うこと、チャレンジすることを大事にする。・自分も相手も思いやる。 

・支え合いを大切にする。・けがをしないで生活したい。・あいさつをしっかりしたい。 

・いじめをなくしたい。・言葉づかいに気をつける。・人の話をしっかり聴きたい。 

 校長講話での校長先生からの話を聞いた、子ども達からのアンサーでもあります。自分の考え

を出し合いながら、「どんな附属長野小学校にしていきたいのか」を考え合いました。子ども達

の意見は、本年度の始業式で校長先生が話をした「失敗を恐れずにチャレンジをする」「友達を

大切にする」「事故や怪我に気をつける」に通じるものであるように思います。この３ヶ月、子

ども達なりに受け止めて、生活してきたのだと感じました。 

本校では、今後も、今回のように職員と児童がみんなで意見を出し

合う場を大事にして、共につくる学校を目指していきたいと思います。

そのことが、子ども達の将来の社会参画、自主・自立・自治の力につ

ながるものと考えています。 


